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はじめに 

 1月から気温が急激に低くなり、とても寒い日が続いています。−20℃以上になることもあり、今

までに経験したことのない寒さです。学校生活に関してですが、1月からRIT Innに移動となりま

した。大学ではインターセッションが始まりました。今回はRIT Innとインターセッションについ

て報告します。1月分の報告を始めます。 

 

RIT Inn 

 1月からRIT Innというホテルに移動となりました。RIT Innは大学からバスで30分ほどかか

る場所にあります。インターセッションの期間は、バスは1時間に1本で不便です。部屋はホテル

と同じですのでNathaniel Rochester Hall, Global Villageよりも広いです。しかし、Global Village

に比べると、快適ではないです。また、部屋のインターネット環境はとても悪く、つながらない時

もあります。ホテル内のレストランは多くのメニューを提供しており、飽きることはないと思いま

す。さらに食べ物はMeal Planで支払うこともできます。これから帰国までRIT Innに住むことに

なります。 

 

Intersession 

 1月5日から Intersessionが始まりました。これは授業があるわけではなく、独学での勉強にな

ります。課題はbiographical paper 7~10枚, interview, presentationです。私たちの Intersession

はRITの歴史についてです。RITの建物には人物の名前が使われています。その方々は過去にRIT

や Rochester に貢献された偉人たちです。Kate Gleason, Henry Lomb, James Booth, George 

Eastman, Melbert Carey, Chester Carlsonから一人選んで調べます。私はChester Floyd Carlson

という方について調べました。 

 

Chester Floyd Carlson 

 Chester F. Carlsonは発明家であり、印刷技術を世に広めた人物です。彼はXerographyと呼ば

れる印刷技術を発明し、後にXeroxの前進であるHaloid Company という印刷会社でコピー機の

開発に取り組みました。Haloid Company は Rochester に位置してある小さな会社でしたが、

Chester Carlson のおかげで多くの高性能なコピー機を作り、有名な会社となりました。Chester 

Carlsonは多くの資金をRITに寄付したため、Chester F. Carlson Center for Imaging Scienceと

いう建物がRITに建設されました。 

 

課題１: Biographical Paper 

 これは、Chester F. Carlsonの伝記について書く課題です。7~10枚です。インターネットやRIT

の図書館を利用し、Chester Carlsonについての情報を集めました。またこの課題はMLA Citation

という引用の方法を用いらなければなりません。 

 Biographical paper はEssay のようなものです。しかし、今まで ELC で書いてきたEssay は

3~4枚であったため、7~10枚という数は私にとって大変なものでした。 

 

課題2: Interview 

 これは自分が調べる人物についてよく知っている方にインタビューするというものです。RITの

図書館には RIT Archives という公文書保管所があります。私はそこで 11 年間働いている Jody 

Sidlauskasさんという方にインタビューをお願いしました。彼女はまた、RIT で27年間働いてお

り、とてもRIT に詳しい方です。Chester F. Carlsonに関わる多くの書物、当時の新聞を見せてい

ただきました。インターネットや図書館にある本でも記載されていなかった情報も得ることができ
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良かったです。2回インタビューをお願いし、そのおかげでChester Carlsonについて理解が深ま

りました。 

 

課題3: Presentation 

 インターセッションの集大成として Chester Carlson について Presentation をします。発表は

5~10分です。1月下旬に行う予定でしたが、2月に延期となりました。 

 

おわりに 

 留学生活も残り数週間となりましたが、インターセッション終了後はRITの授業が受けることが

できないことが分かりました。帰国までの数週間、時間があるのでやることを見つけて残り少ない

日々を楽しんでいこうと思います。 

 

以上で1月分の報告を終わります。 


